
平成26年度事務事業評価表（平成25年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

16 12 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 数 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ ■ □ 16 12 100

上乗 □ （ 人 ） （ 回 数 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 16 13 100

□ （ 人 ） （ 回 数 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

50 6 100 必要性 3 有効性 2 達成度 2 効率性 2 必要性 3 有効性 2 達成度 2 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 円 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 0 0

上乗 □ （ 円 ） （ 回 ） （ ）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 0 0

□ （ 円 ） （ 回 ） （ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

330 1 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

産業振興課長
道辻　正信

（ 戸 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 330 1 100

上乗 □ （ 戸 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 338 2 100

□ （ 戸 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

330 33 70 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 戸 ） （ 件 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 330 18 70

上乗 □ （ 戸 ） （ 件 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 338 19 80

□ （ 戸 ） （ 件 ） （ ％ ）

26年度以
降方向性

説明欄：
現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

8,276

26年度以
降方向性

8,977

努力義務的

その他（　　　　　　　　　　　　　）

東京都農業会議
参画事業

市独自上乗せ（上乗・横出）

市独自上乗せ（上乗・横出）

27年度以
降方向性

対象

20,703

自主的

04-01-04

農業委員会
農業係

根拠
法令
等

自主的 義務的

事業
形態

直営（委託無）

9,870

総会開催数

対象

農業委員１６名により「東久留米市
農業振興計画」の基本目標を推進す
る。

直営（委託無）

一部補助有

手段
・

内容

その他（　　　　　　　　　　　　　）

全額補助

意図

都市農業をどのようにして守っていく
かが、首都圏では重要な課題である。
農地の持つ多面的機能を、農業者及び
市民に認識させる。 10,001

都市農業の推進

0

101

手段
・

内容

00

交際費を要する
会議・交流会の
回数

66

現状維持

51

義務的

説明欄：農業委員会の代表として各種農業団
体の会議に出席し、情報交換や他団体との交
流を深めることができ、その必要性は高い。

各農業組織との情報交換は不可欠
である。

農業者・市民

努力義務的

0

説明欄：
効率的な事務の執行に努め、事務経費等の縮
小を図る。

市全額

一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

必要となった
交際費用

農業委員会に関する法律
東久留米市農業委員会事務処理規程

意図

10,702

10,136 19,499

事業
形態

その他（　　　　　　　　　　　　　）

（市）農業委員会交際費運用基準
農業委員会会長

農業委員会会長の交際費用

全額補助

根拠
法令
等

他の農業団体
との情報交換
度

根拠
法令
等

自主的

19,1829,312

委員定数 総会開催数

9,363

手段
・

内容

意図

農業委員会事務

事業
形態

説明欄：

1,451

現状維持
26年度以
降方向性

1,279

27年度以
降方向性

43

43

247

27年度以
降方向性

297

1,23544

290

説明欄：

43

現状維持

43

27年度以
降方向性

254

26年度以
降方向性

311

現状維持

説明欄：農政改革により農地法等の改正があ
る場合や、農業委員会の活動計画など、農業
者への重要な情報を周知する手段として定着
している。

268

農業委員及びその職員に対する研修

対象

意図
市の農業行政及び農業委員会活動等の
情報を農業者に伝える。

説明欄：

8,108

説明欄：(都)農業委員会
交 付 金 等 1,192 千 円、
(都)農業経営基盤強化特
別会計事務取扱交付金59
千円、農林手数料46百円

26年度以
降方向性

1,339

現状維持

全庁評価会議
（27年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

一般財源分事務事業全体

現状維持

現状維持

43

26年度以
降方向性

事務事業名

手段
・

内容一部補助有

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

農家戸数

対象

04-01-03

農業委員会
農業係

農業委員会
農業係

農業委員会
会長交際事業

農業委員会だより
発行事業

直営（委託無）

農業委員会に関する法律

努力義務的

04-01-01

義務的

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

04-01-02

農業委員会
農業係

発行回数

1,405

指標 指標 指標

27年度以
降方向性

50

27年度以
降方向性

基本事業番号・名

活動指標
（手段の数値指標化）

農業者の情報誌を発行

現状維持

0 0

現状維持

77

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

農業者世帯へ
の
配布率

研修等の開催件
数

農地・農業に関わる市民

農業者及び農地・農業に関わる
市民・農業委員

農家戸数

参加した研修
等の件数

43

1,374

義務的 努力義務的

市全額全額補助

根拠
法令
等

事業
形態

自主的

直営（委託無）

現状維持
27年度以
降方向性

説明欄：

26年度以
降方向性

27年度以
降方向性

説明欄：農政改革により農地法等の改正があ
る場合や、農業委員会の活動計画など、農業
者への重要な情報を周知する手段として定着
している。

説明欄：農業委員会の代表として各種農業団
体の会議に出席し、情報交換や他団体との交
流を深めることができ、その必要性は高い。

現状維持

説明欄：農業生産力の向上及び農業経営の合
理化、後継者や認定農業者の育成など、東京
都農業会議の果たしている役割は大きく、賛
助会員として加入することは意義がある。

説明欄：農業生産力の向上及び農業経営の合
理化、後継者や認定農業者の育成など、東京
都農業会議の果たしている役割は大きく、賛
助会員として加入することは意義がある。

44

説明欄：
効率的な事務の執行に努め、事務経費等の縮
小を図る。

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

0

50

0

説明欄：

66

新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上 04-01 都市農業の活性化にぎわいと活力あふれるまち 施策番号・名 04
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東久留米市



平成26年度事務事業評価表（平成25年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

全庁評価会議
（27年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

一般財源分事務事業全体

事務事業名

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

指標 指標 指標

基本事業番号・名

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上 04-01 都市農業の活性化にぎわいと活力あふれるまち 施策番号・名 04

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

12 3 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 12 3 100

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ ■ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 12 3 100

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

3 31 31 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （ 回 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 3 15 15

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ 回 ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 3 10 10

■ （ 人 ） （ 回 ） （ 回 ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

11 25 100 必要性 3 有効性 2 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 2 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 11 25 100

上乗 □ （ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 10 25 100

□ （ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

35 197 35 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3

産業振興課長
道辻　正信

（ 戸 ） （ 個 ） （ 戸 ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 47 245 47

上乗 □ （ 戸 ） （ 個 ） （ 戸 ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 55 250 55

□ （ 戸 ） （ 個 ） （ 戸 ）

農業行政事務

協力員数

対象

市における農業振興の円滑な推進を図
るための調査やアンケートを行う場
合、協力員を依頼する。

市独自上乗せ（上乗・横出）

全額補助

市独自上乗せ（上乗・横出）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

農政事務職員
数

農業者

東久留米市農業振興協力員
（支部長）

環境に配慮し
た農業を行っ
た農家数

1,150550

494

一部補助有

1,135

生分解マルチシート・性フェロモン剤
の購入費補助

600

環境にやさしい農業を推進してもら
う。

600

600 535

600 1,094

26年度以
降方向性

現状維持 現状維持
27年度以
降方向性

26年度以
降方向性

現状維持

説明欄：

説明欄：環境に配慮した農業経営を取り入れ
てもらうための誘導策として、ある程度浸透
するまでは市において支援を行う必要があ
る。

説明欄：各農業団体の育成、発展などの観点
から農業連絡協議会に引き続き支援を行って
いく。

現状維持
27年度以
降方向性

1,110 494

535

1,604

1,645

1,6605501,110

環境保全推進
農家

購入した
マルチシート・
フェロモン剤
の個数

直営（委託無）

直営（委託無）

自主的

義務的

対象

その他（　　　　　　　　　　　　　）

努力義務的

(市）農業連絡協議会補助金交付要綱

事 業 に 参 加
し 、 成 果 の
あった農業者
数/各事業参加
農業者数

努力義務的

各業種の農業者１人１人が研修・講習
会に参加し、農業技術の向上等を図
る。

対象

各業種の組合等に補助金の交付をす
る。 講演会・視察

研修会回数

その他（　　　　　　　　　　　　　）

市独自上乗せ（上乗・横出）

義務的

市全額

根拠
法令
等

産業振興課
農政係

農業関係団体活動支
援事業

(市）環境保全型農業推進事業補助金交付要
綱

一部補助有

意図

自主的

全額補助 市全額

手段
・

内容

事業
形態

根拠
法令
等

事業
形態

根拠
法令
等

04-01-07

産業振興課
農政係

04-01-08

環境保全型農業推進
支援事業

農政事務連絡会議
参画事業

事業
形態

04-01-06

産業振興課
農政係

全額補助 一部補助有 市全額

農政事務職員

手段
・

内容

他自治体等との情報交換は不可欠

26年度以
降方向性

3,304

3,209 3,2189

説明欄：農政に関する国や東京都の制度説
明、農地法等の法制度改正、農政に関する各
種調査など、農政事務を処理するための情報
収集に必要となっている。

27年度以
降方向性

8

現状維持

2,970

会議の開催数

8

努力義務的

市独自上乗せ（上乗・横出）

成果の見込め
た会議の開催
数

その他（　負担金　　　　　　　　）

直営（委託無）

意図

自主的 義務的

意図

自主的 義務的

直営（委託無）

努力義務的

説明欄：

229

市全額

90

2,962

1,110

手段
・

内容

農業関連団体

139

138 93

依頼回数

農業関係団体
数

意図

27年度以
降方向性

事業
形態

全額補助 一部補助有

（市）東久留米市産業事務協力者設置規程
根拠
法令
等

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

26年度以
降方向性

27年度以
降方向性

現状維持

説明欄：農業委員選挙人名簿の申請書の回収
率を高めるためには、農業振興協力員による
対応が効率的・効果的である。また、市にお
ける農業振興の円滑な推進を図るための調査
やアンケートを行う場合、協力員を依頼す
る。

説明欄：

説明欄：
現状維持

3,296

138

27年度以
降方向性

231

83 221

04-01-05

農業委員会
農業係

名簿等の回収
率

農業委員会選挙人名簿の申請・回収。
農家アンケート・その他農業情報に係
る資料を配布。

手段
・

内容

600

説明欄：環境に配慮した農業経営を取り入れ
てもらうための誘導策として、ある程度浸透
するまでは市において支援を行う必要があ
る。

27年度以
降方向性

現状維持

600

説明欄：

説明欄：

8

現状維持

9

現状維持現状維持

1,110

1,110

26年度以
降方向性

8

説明欄：各農業団体の育成、発展などの観点
から農業連絡協議会に引き続き支援を行って
いく。

26年度以
降方向性

26年度以
降方向性

現状維持 現状維持
26年度以
降方向性

説明欄：農業委員選挙人名簿の申請書の回収
率を高めるためには、農業振興協力員による
対応が効率的・効果的である。また、市にお
ける農業振興の円滑な推進を図るための調査
やアンケートを行う場合、協力員を依頼す
る。

138

説明欄：

138

現状維持

現状維持

説明欄：農政に関する国や東京都の制度説
明、農地法等の法制度改正、農政に関する各
種調査など、農政事務を処理するための情報
収集に必要となっている。

対象

農業に関する調査事
業

1,110

27年度以
降方向性

現状維持

139

東久留米市



平成26年度事務事業評価表（平成25年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

全庁評価会議
（27年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

一般財源分事務事業全体

事務事業名

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

指標 指標 指標

基本事業番号・名

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上 04-01 都市農業の活性化にぎわいと活力あふれるまち 施策番号・名 04

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

19 5 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 19 5 100

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 19 5 100

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

46 5,130 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 袋 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 44 4,760 100

上乗 □ （ 団 体 ） （ 袋 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 3 5,000 100

□ （ 団 体 ） （ 袋 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

47 10 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 49 9 100

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 49 11 100

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

578 578 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 件 ） （ 区 画 ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 578 578 100

上乗 □ （ 件 ） （ 区 画 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 713 578 100

□ （ 件 ） （ 区 画 ） （ ％ ）

現状維持

意図

対象

対象

東久留米市営農振興会及び果樹組合

意図

905

説明欄：

823

2,121

169

手段
・

内容

認定農業者の活動を活性化し、東久留
米市の農業振興に寄与する。

化学肥料を極力おさえ、安心で安全な
農産物の供給を図る。

意図

手段
・

内容

有機堆肥数

有機堆肥を使
用して化学肥
料が減少した
農家数/有機堆
肥を使用して
いる農家数

補助金の交付

市民

補助金の交付

東久留米市認定農業者の会

892

2,121

905

100

現状維持

27年度以
降方向性

説明欄：土との触れ合いを通し、都市農業の
理解を深めるためにもこの事業は必要と考え
る。
利用者から耕作料として、年間6,000円を徴
収している。

27年度以
降方向性

現状維持

823

説明欄：土との触れ合いを通し、都市農業の
理解を深めるためにもこの事業は必要と考え
る。
利用者から耕作料として、年間6,000円を徴
収している。

根拠
法令
等

4,459 5,282

4,114

6,697

自主的

市全額

その他（　　　　　　　　　　　　　）

04-01-12

産業振興課
農政係

26年度以
降方向性

現状維持

現状維持現状維持

現状維持

700

920220

27年度以
降方向性

26年度以
降方向性

認定農業者数

100

事業及び視察研
修の実施回数

169

992

823

1,017

27年度以
降方向性

100 917

1,543

直営（委託無）

04-01-11

産業振興課
農政係

認定農業者補助事業

事業
形態

その他（　　　　　　　　　　　　　）

全額補助 市全額一部補助有

義務的

5,019

募集応募数 区画数一部補助有

対象

努力義務的

市民に農業体験をしてもらうための
施設開放

市独自上乗せ（上乗・横出）

現状維持

直営（委託無）

全額補助

農業体験を通じ、都市農業の理解者に
なってもらう。

26年度以
降方向性

説明欄：認定農業者を対象に研修等を実施す
ることは、市の農業振興に大きく寄与するも
のであり、市において支援を行う必要があ
る。

100

事業等に参加
した回数

農園利用者が
都市
農業を理解し
ている割合

市独自上乗せ（上乗・横出）

700

現状維持

説明欄：認定農業者を対象に研修等を実施す
ることは、市の農業振興に大きく寄与するも
のであり、市において支援を行う必要があ
る。

説明欄：有機堆肥を使用して安全で安心な農
産物を消費者に供給することは、食の安全を
守るために欠かせないことであり、今後も市
において支援を行う必要がある。

現状維持
説明欄：26年度以

降方向性

100

27年度以
降方向性

現状維持

700198

4,576

100

214

923

04-01-10

産業振興課
農政係

根拠
法令
等

自主的 義務的

その他（　　　　　　　　　　　　　）

全額補助

努力義務的

有機農業推進支援事
業

直営（委託無）

27年度以
降方向性

説明欄：

説明欄：有機堆肥を使用して安全で安心な農
産物を消費者に供給することは、食の安全を
守るために欠かせないことであり、今後も市
において支援を行う必要がある。

26年度以
降方向性

914

898

現状維持

700700

一部補助有

市独自上乗せ（上乗・横出）

手段
・

内容

（市）有機農業推進事業補助金交付要綱

有機堆肥購入
事業を行って
いる団体数

700

現状維持
説明欄：

説明欄：農業委員会活動を円滑に進めるため
に、北多摩地区の連合会に加盟し、そこで得
られる情報や他団体との交流は必要である。

説明欄：農業委員会活動を円滑に進めるため
に、北多摩地区の連合会に加盟し、そこで得
られる情報や他団体との交流は必要である。

154

現状維持 現状維持現状維持
27年度以
降方向性

154 1,235

参加し成果の
あった会議等
回数
/会議等回数

手段
・

内容

義務的 努力義務的

農業委員及び事務局職員

一部補助有

1,374

農業委員及び
事務局職員

対象

市独自上乗せ（上乗・横出）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

意図

全額補助

直営（委託無）

負担金の支出、研修講習会、検討会へ
の参画

04-01-09

農業委員会
農業係

根拠
法令
等

事業
形態

自主的

農業委員会が円滑に活動できるよう、
情報交換・調査研究をし北多摩地区の
農業の発展を図る。 154 1,338

1,389

開催回数市全額

農業とふれあう場確
保事業（市民農園）

努力義務的

根拠
法令
等

(市）認定農業者補助金交付要綱

義務的

北多摩地区農業委員
会参画事業

事業
形態

市全額

自主的

事業
形態

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

1,492

26年度以
降方向性

154

説明欄：

26年度以
降方向性

27年度以
降方向性

説明欄：

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
検討済み

26年度以
降方向性

東久留米市



平成26年度事務事業評価表（平成25年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

全庁評価会議
（27年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

一般財源分事務事業全体

事務事業名

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

指標 指標 指標

基本事業番号・名

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上 04-01 都市農業の活性化にぎわいと活力あふれるまち 施策番号・名 04

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

12 38 4 必要性 3 有効性 3 達成度 2 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 2 効率性 3

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （事業数）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 12 40 5

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （事業数）

■ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 10 39 5

□ （ 人 ） （ 回 ） （事業数）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

116,410 5 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ t ） （ ％ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 116,015 4 100

上乗 □ （ 人 ） （ t ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 114,621 4 100

□ （ 人 ） （ t ） （ ％ ）

■ □ □ 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

116,410 30,000 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 人 ） （ ）

平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

財源 □ □ ■ 116,015 30,000

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ ）

□ □ 全部委託 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 114,621 110,000

□ （ 人 ） （ 人 ） （ ）

意図

委員・幹事数

その他（　　　　　　　　　　　　　）

1,348

26年度以
降方向性

説明欄：25年度以降も新たなシティーセール
ス・産業振興に結び付くような事業展開を検
討する必要がある。事業展開の方向としては
拡大していくことになる。しかしながら、平
成26年度中に2年間の委員の任期満了もあ
り、協議会等の会議開催回数やそれに伴う運
営事務費の経費などは、効率性を考慮し、以
降の展開を検討していく。

7,098

8,633

6,912 8,260

対象

1,348

会議回数

地域産業振興会議の活動報告を受け
て、産業振興事業を実施

市内の資源で産業振興及びシティセー
ルスに結びつくことが可能なもの

手段
・

内容

7,143

提案された事
業（実現可能
な事業）

1,188

市の資産である湧水、河川、農産物を
利用し、産業振興及びシティセールス
に結びつける。また、イベント実施に
より集客をはかり、経済効果に期待す
る。

市独自上乗せ（上乗・横出）

26年度以
降方向性

1,188

現状維持 現状維持
27年度以
降方向性

説明欄：

1,490

産業振興課
産業振興事業担当

事業
形態

一部補助有 市全額全額補助

努力義務的

地域産業推進協議会
運営事業

義務的

東久留米市地域産業推進協議会設置要綱

直営（委託無）

04-01-13

根拠
法令
等

自主的

8,286

1,490

説明欄：27年度以
降方向性

現状維持 現状維持

柳久保小麦の
利用率

1,785

説明欄：25年度以降も新たなシティーセール
ス・産業振興に結び付くような事業展開を検
討する必要がある。事業展開の方向としては
拡大していくことになる。しかしながら、平
成26年度中に2年間の委員の任期満了もあ
り、協議会等の会議開催回数やそれに伴う運
営事務費の経費などは、効率性を考慮し、以
降の展開を検討していく。

市民みんなのまつり
（農業祭）事業

04-01-15

産業振興課
農政係

根拠
法令
等

事業
形態

全額補助 一部補助有

(市）東久留米市市民みんなのまつり（農業
祭）補助金交付要綱

自主的

その他（　　　　　　　　　　　　　）

市独自上乗せ（上乗・横出）

直営（委託無）

手段
・

内容

市の農産物を広く紹介する同時に、市
民との交流を持つことにより、都市農
業の必要性・重要性を理解してもら
う。

参加者

500

500

意図

対象 農業者・市民

義務的

市全額

努力義務的

市が後援し、ＪＡと商工会が隔年で実
施する市民祭りへの補助

人口

27年度以
降方向性

その他
説明欄：

1,800

3,585

1,800

2,676 4,476

4,268

1,800

1,800

2,468

27年度以
降方向性

1,800

説明欄：市民祭りとして定着し、市内最大の
イベントになっている。年々事業規模が大き
くなっていることに伴い、来場者が増加して
おり、事業運営スタッフや会場警備スタッフ
を増員して対応している。事業規模が大きく
なればそれに伴う経費は増加傾向になるが、
ボランティアの活用や効率的な運営により人
件費や事業費の縮小に努めていく。

その他
26年度以
降方向性

その他

500

3,363500

2,941

3,138

400

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金適正化の
実施済み

27年度以
降方向性

縮小

2,638

市の特産品「柳久保小麦」の生産を支
援し、種の保存に寄与する。

意図

市独自上乗せ（上乗・横出）

縮小
説明欄：

縮小
26年度以
降方向性

3,341

2,863

縮小

全額補助 人口

東久留米市柳久保小麦に関する事業補助金
交付要綱

対象

手段
・

内容04-01-14

産業振興課
農政係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

事業
形態

一部補助有

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

農畜産物ブランド化
支援事業

説明欄：柳久保小麦を中心とした農産物のブ
ランド化を進めるためには、安定的な生産体
制と生産量の確保が必要となる。今までの活
動により生産量が増えてきている反面、人手
不足などの状況が続いている。行政の支援が
欠かせないのが現実である。

26年度以
降方向性

1,800

27年度以
降方向性

柳久保小麦の生
産高

東久留米柳久保小麦の会への補助

市全額

市民

400

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金適正化の
実施済み

説明欄：柳久保小麦を中心とした農産物のブ
ランド化を進めるためには、安定的な生産体
制と生産量の確保が必要となる。今までの活
動により生産量が増えてきている反面、人手
不足などの状況が続いている。行政の支援が
欠かせないのが現実である。

説明欄：市民祭りとして定着し、市内最大の
イベントになっている。年々事業規模が大き
くなっていることに伴い、来場者が増加して
おり、事業運営スタッフや会場警備スタッフ
を増員して対応している。事業規模が大きく
なればそれに伴う経費は増加傾向になるが、
ボランティアの活用や効率的な運営により人
件費や事業費の縮小に努めていく。

その他
26年度以
降方向性

東久留米市


